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法 (CBF)は実験とかなりよく一致した結果を与えるという点で高 く評価 されている
が,1次元系およびchargedRosegasに適用 したとき,構造因子の値が厳密な結果と一
致 しないことが指摘されている20) Berdah12)は CBF と集団変数の理論の結果との相
































2.0A-1 2.4A-1k 対 して求I























東大 ･理 小 貫 明
臨界点近 くの流体では大きなサイズ (～f)の液滴がゆらぎによってできている (寿
命～ E3)｡ 高分子溶液と同じようにこの状態での流体は流れができると通常の流体と




D の役割は液滴の形をゆがめ時間D~1位でこわしてしまうことである｡ とくに Non･一
･NewtonianShearViscosityのD一依存性は大体以下の式でわかる｡
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